
顧問弁護士のご案内

　企業活動において生じる人事労務や取引先とのトラブル、経営拡大・新規事業
によって生ずる新たなリスク。弁護士法人リーガルプラスは、「適正な価格」で社
内事情・業界をよく知る弁護士が、スピーディーに対応いたします。

【対応業種】介護・医療機関、保険代理業、飲食業、販売業、IT関連業、建築・
内装業、製造業　など

（オンライン対応）セミナー講師派遣のご案内

取り扱い業務のご案内
　リーガルプラスでは、交通事故、労災事故、相続トラブル、離婚、借金問題、企業
法務などの法律問題について、各地域で対応しています。まずはお気軽に、お近く
の事務所へご相談ください。

　リーガルプラスでは、ご希望に沿ったテーマでの社内セ
ミナーや、勉強会の講師派遣を承っております。
　近年、法令遵守の徹底や、それに伴うガバナンスの強
化、ハラスメントの予防・体制作りといった点に意識を持
たれる企業も多くなってきました。企業が抱えるさまざま
な問題について、弁護士が社内セミナーの講師として、研修を通じてコンプライア
ンス意識の向上や、労務管理のレベルアップを支援します。

【受付】 
TEL：03-6265-1686（平日 9：30〜18：00）

E-mail : mail@bengoshi-lp.com
講演研修テーマ・費用などお気軽にお問い合わせください。

【東京法律事務所】 TEL：03-6265-1817

【船橋法律事務所】TEL：047-407-4680【津田沼法律事務所】 TEL：047-409-6371

【柏法律事務所】TEL：04-7197-3401

【成田法律事務所】TEL：0476-20-3031

【渋谷法律事務所】TEL：03-6427-1651 【上野法律事務所】TEL：03-5834-3075

【千葉法律事務所】TEL：043-441-5831

【市川法律事務所】TEL：047-712-5100

【かしま法律事務所】TEL：0299-85-3350

遺言書が無くても相続人以外の人が遺産を取得できる場合があります
1　はじめに
大事な人が亡くなったあとの財産の権利者を確定させる手続
きが遺産分割です。
遺産を取得する人については、遺言書があれば遺言書に従い、
遺言書が無ければ法律に従い相続人が取得します。法律は、配
偶者と、①子、②親、③兄弟の順番で相続人になることを定め
ています。対象者以外の人と遺産を分けることはできますが、
贈与となって税金が発生する場合があるため注意が必要です。
逆に、生前の被相続人のために貢献したのに、相続人でない
ために遺産分割協議に参加できず、その貢献を遺産の分配に反
映させられない場合が、従前問題となっていました。
この問題を解消する法改正が平成30年に行われ、相続人以外
の人でもその貢献分の分配を請求できる「特別の寄与（特別寄
与料制度）」が規定されました。改正から時間が経っていますが、
あまりこの制度が知られてないように思いますので、今回改め
てご紹介致します。

2　特別寄与料とは
（1）請求できる人
特別寄与料は、遺産分割の手続きではありません。特別寄与
料が認められるための次の3つの要件全てを満たす人が相続人に
対して請求するものです。
①相続人ではない親族であること
典型的には子の配偶者（Ex．長男の嫁）などが該当します。
②無償で療養看護その他の労務を提供したこと
被相続人の介護を無償で行う場合等が該当します。
③②により被相続人の財産が維持または増加したこと
その貢献により被相続人の財産が増加もしくは減少しなかっ
た等の結果が必要となります。例えば、要介護2の義母を介護し
たことでヘルパー利用にかかる費用を抑えられた場合、財産の
減少防止に貢献したといえる場合があります。
その防止分を金銭換算して、特別寄与料として請求すること

ができます。
（2）請求のやり方
特別寄与料の請求の相手方は、相続人です。相続人は、相続

分に応じて特別寄与料を支払う義務を負います。特別寄与料の
請求は、話し合いでも行えますが、まとまらない場合は、裁判
所の調停もしくは審判手続により特別寄与料が定められます。
特別寄与料の調停審判の申立てには期間制限があり、相続開

始と相続人を知った時から6か月もしくは相続開始から1年を過
ぎると申立てができなくなります。
特別寄与料の調停審判では、貢献内容の証拠が必要となりま

す。毎日の介護日誌をつけるなどして、どのような活動をどの
くらいの時間行ったのか記録しておくことが重要といわれてい
ます。

3　さいごに
今回は、特別寄与料の制度をご紹介させていただきました。
相続に関しては、他にも相続人間の不公平是正に資する制度

があります。お悩みの際には、使えそうな制度が無いか探して
みるか、弁護士などの専門家に相談いただくことをおすすめ致
します。

ニュースレターをお読みになられた方からの法律相談・個別案件のお問い合わせ（平日・土曜  9：30〜18：00）

【東京法律事務所】
所属弁護士：藥師寺　孝亮（やくしじ　こうすけ）

早稲田大学商学部卒業、日本大学法科大学院修了。民間企業
に勤務していたが、一念発起して弁護士を目指す。現在は東京
法律事務所に所属し、主に相続を中心に活動を行う。「ご相談
者様・ご依頼者様に笑顔を取り戻してもらいたい。」という思
いを大切に、少しでも良い未来に向かっていただけるよう、知

恵を絞り、行動するよう心がけている。好きな言葉は「人事を尽くして天命を待つ」。
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渋谷事務所移転のご案内 編集後記
この度、リーガルプラス渋谷法律事務所は下記住所へ移転いたしまし
た。
引き続き、よろしくお願いいたします。

【新住所】
〒150-0002
東京都渋谷区渋谷1丁目4−11
渋
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ビルa
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nnex 2階
TEL：03-6427-1651
FAX：03-6427-5281

リーガルプラス渋谷法律事務所は業務拡大に伴い、移転をいたしま
した。

JR渋谷駅のハチ公口より徒歩7分、東京メトロ銀座線渋谷駅のヒカ
リエ口（宮益坂口）より徒歩5分、東京メトロ半蔵門線・副都心線／東
急東横線・田園都市線渋谷駅のB1出口より徒歩3分、京王井の頭線渋
谷駅の中央出口より徒歩10分の場所となります。

引き続き多くのご相談者様のお気持ちに寄り添い、弁護士・事務員
一同解決に向けて一層の尽力をいたしますので、今後ともどうぞよろし
くお願いいたします。

交通事故解決事例
事案の概要
Aさんは、比較的狭い道路をバイクで走行していたところ、丁
字路を右折する自動車が見えたため、丁字路の手前で停車して
右折車が通りすぎるのを待っていました。しかし、Aさんは右
折し終わった自動車に接触されてしまい、幸いAさんに怪我は
ありませんでしたが、Aさんの乗っていたバイクには大きな傷
がついてしまいました。相手方は、Aさんの停車位置が悪かっ
たとして過失割合3：7を主張しており、過失割合が問題となり
ました。

1　過失割合の決め方
過失割合を判断するにあたって、実務上、最初に参考にする
資料は『別冊判例タイムズ　NO．38』（以下、「判タ」といい
ます。）です。判タは、過去の裁判例等から典型的な交通事故を
類型化し、事故態様に応じて一応の目安となる基本的な過失割
合を記載したものです。また、事故態様によっては、基本的な
過失割合を左右する修正要素なども記載されています。そのた
め、典型的な事故については、判タの基本的な過失割合や修正
要素をもとに、事案に応じて過失割合を決めていきます。
また、類型化できない非典型事故については、実際の裁判例
等を調査し、そこに修正を加えながら過失割合を決めていくこ
ともあります。
過失割合は合計で10（100％）にならないこともあり、0：9
等の場合を片賠（片側賠償）といいます。

2　解決までの経緯
相手方は、Aさんの停車位置が道路の中心に近い場所であり、
停車位置が悪かったことが本件事故の原因であるとして、当初
3：7という過失割合を主張していました。
しかし、3：7という根拠についてはAさんには開示されてお
らず、Aさんとしては納得ができない状態でした。
そこで、弁護士が0：10を主張しつつ、相手方の主張の根拠
の提出を求めました。相手方から提出された根拠となる裁判例
を見る限りでは、過失割合は最大でも2：8だと考えられました。
一方、Aさんのバイクの修理費用は安価であり、仮に2：8だ
としても相手方の損害額の方が高くなってしまうという状況で

した。
Aさんは、自らに過失があるとは思えないけれども、過失割

合はある程度までなら譲歩して早く解決し、可能であれば相手
方には損害額を支払いたくないというご意向でしたので、弁護
士から片賠を提案しました。
その結果、無事0：8の過失割合で和解することができ、Aさ

んには無事にバイク修理費用の8割が支払われました。

3　おわりに
Aさんのように、相手方から納得のいかない過失割合を主張

されてお困りの方もいらっしゃると思います。
相手方保険会社からの過失割合の主張が適正なものであるか

ご不安がある方は、是非一度当事務所にご相談ください。

ニュースレターをお読みになられた方からの法律相談・個別案件のお問い合わせ（平日・土曜  9：30〜18：00）

【東京法律事務所】 TEL：03-6265-1817

【船橋法律事務所】TEL：047-407-4680【津田沼法律事務所】 TEL：047-409-6371

【柏法律事務所】TEL：04-7197-3401

【成田法律事務所】TEL：0476-20-3031

【渋谷法律事務所】TEL：03-6427-1651 【上野法律事務所】TEL：03-5834-3075

【千葉法律事務所】TEL：043-441-5831

【市川法律事務所】TEL：047-712-5100

【かしま法律事務所】TEL：0299-85-3350

リーガルプラスでは、交通事故、労災事故、相続トラブル、離婚、借金問題、
企業法務などの法律問題について、各地域で対応しています。まずはお気軽
に、お近くの事務所へご相談ください。

取り扱い業務のご案内

リーガルプラスでは、中小企業法務から個人法律トラブルまで、各地域で対応
しています。交通事故に関する相談件数は、千葉県を中心に年間500件以上
の実績※がございます。まずはお気軽に、お近くの事務所へご相談ください。
※2023年1月1日～12月31日

【成田法律事務所】
所属弁護士：常世　紗雪（とこよ　さき）

中央大学法学部法律学科卒業、一橋大学法科大学院修了。弁
護士登録後は成田法律事務所に所属し、主に、交通事故、労
働事件、離婚・不貞問題を中心に活動を行う。コミュニケー
ションを疎かにせず、ご依頼者様に心からご納得・ご理解いた
だけるように説明することを心がけている。好きな言葉は「進

まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む」。

プロフィール


